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研究分野：応用言語学 

科研費の分科・細目：言語学・外国語教育 

キーワード：e-ラーニング、コンピュータ支援学習（CALL） 

 
１．研究計画の概要 

本研究は、日本人学習者の外国語のコミュ
ニケーション能力向上を目指して、ＩＣＴ
（情報通信技術）、特に先端的な音声・言語
情報処理技術を利用した次世代知的ＣＡＬ
Ｌ（コンピュータ支援型語学教育）や e-ラー
ニングを含む応用言語学的研究を展開し、国
際化時代に有効な会話主体の外国語教育支
援システムを開発することを目的としてい
る。近年の社会の国際化や高度情報化に伴っ
て益々高まる傾向にある、外国語会話に対す
る社会の関心に対応し、かつ、大学を含む高
等教育機関における人件費抑制の傾向や、外
国語教育課目に必要な教員増が俄かには望
めない現状、非常勤講師の削減が進む現状へ
の対応をはかる事も目指している。初級や初
中級レベルで、会話教育指導がインタラクテ
ィブに可能で、ある程度自動化を図ることが
できるコンピュータ支援型教育(ＣＡＬＬ)や
e-ラーニングを導入して、各学生のニーズや
自律学習（自学自習）への意欲に応じた指導
を行うことを目的としている。 

 

２．研究の進捗状況 

本研究では、日本人学習者の外国語のコミ
ュニケーション能力向上を目指して、ＩＣＴ
（情報通信技術）、特に先端的な音声・言語
情報処理技術を利用した次世代知的ＣＡＬ
Ｌ（コンピュータ支援型語学教育）や e-ラー
ニングを含む応用言語学的研究を展開した。
国際化時代に有効な会話主体の外国語教育
支援システムを開発することを目的として、
研究を推進した。マルチメディアを活用した
応用言語学的コンテンツの開発に関しては、
中国語及び英語、ドイツ語、タイ語、留学生
日本語教育に重点を置いて開発を進め、良質

で多様な言語文化、異文化理解、異言語体験
が可能なマルチメディア・コンテンツの開発
を行なった。構築したマルチメディア・コン
テンツに基づいて、オリジナルな ICT 支援型
の教材の開発を推進した。学習者がコンピュ
ータを介してインタラクティブに外国語運
用能力を高めていくオリジナルな教材の開
発を行なった。日本の地理や気候、文化や伝
統、風習などをテーマにした教材の開発を進
め、マルチメディアの特性を活かして、豊富
な画像・映像や、臨場感に溢れ、学習者の興
味を引き付ける場面設定を考慮して学習者
の動機づけを高める側面にも留意した ICT

支援型の外国語教育教材や留学生用日本語
教育教材の開発を行なった。また、先進的 ICT

を応用して、発話映像とスクリプトの自動同
期を利用した外国語教育支援を提案した。こ
れらの研究成果の社会的還元を目指して、研
究成果を大学教育の枠内に閉じ込めず、広く
社会への還元へと繋げることを試みた。高大
連携を通じて地域の高等学校に研究成果の
一部を提供すると共に、さらに発展させて地
域連携へと進め、京都府教育センターや国立
民族学博物館等に研究の過程で得られた成
果の一部を提供した。 

 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

(理由) 当初研究計画では、日本人学習者の
外国語コミュニケーション能力の向上を目
指して、ＩＣＴを利用した応用言語学的研究
を展開し、国際化時代に有効な会話主体の外
国語教育支援システムを開発し、教育の現場
に提供・導入して、教育界や社会に貢献する
ことを目的としていたが、3 年間の研究成果
によって得られた ICT 支援型外国語教材や
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CALL システムは、マルチメディアの特性を
活かした斬新な試みを含んでおり、申請者の
本務校の初修外国語の現場だけではなく、希
望する他の教育・研究機関や、高大連携や地
域連携を通じて、地域の高等学校や教育委員
会・総合教育センター等にも無償提供され、
教育の現場で試用され、新聞で報道されるな
どの反響を呼び、実際の教育の現場での声を
フィードバックし、今後の改善につなげるネ
ットワークを形成するなどの成果をあげる
ことができたので、おおむね順調に進展して
いると判断した。 

 

４．今後の研究の推進方策 
研究計画は順調に進捗していたが、実際に教
育の現場での試行から本格的に利用する段
階になって、ＩＣＴ支援の外国語教育を巡る
大学等の教育機関の状況が申請時と大きく
変わってきたので、研究計画を再構築して最
終年度前年度応募に申請することにした。こ
れまでの研究と比較して今後留意しなけれ
ばならない研究推進方策の主要点は以下の
ようなものである。 

(1)本研究の開始時には、初修（初習）外国語
においては e-ラーニングや自律学習型CALL

は単位取得には関与せず、いわゆる自学自習
を対象とした外国語教育で利用する予定で
あったが、その後、本務校を始め多くの大学
で単位を付与する方向に舵が切られた。その
ため、研究成果のマルチメディア外国語教材
の重要性が大きく増し、単位付与に耐え得る
本格的教材として ICT 支援教材開発を位置
付ける方向で研究を推進すること。 

(2)外国語教育の e-ラーニングでは、当初、
Windows-XP 上での Web-CT ベース中心で
開発を進めてきたが、その後、多くの教育機
関からWindows-VistaやWindows-7、また、
Moodle や SAKAI など他の CMS(LMS)(コー
ス（学習）管理システム）への対応や相互間
での教材の有効利用への対応を求められる
ようになった点も反映する方向で研究を推
進すること。 

(3)日本を巡る国際情勢の変化に伴い、単なる
会話主体の教材から、我が国の状況を外国語
で発信し、また、諸外国の異文化理解をより
深化する教材が求められるようになったこ
とを反映する方向で研究を推進することな
どである。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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